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軍粮を献る。軍粮を献る。軍粮を献る 以てなり。稲十万を蓄えて、積みて能く施す。寒えた 者には衣を与へ、飢ゑたる者には食を与へ、兼ねて以て道橋を脩造り、艱険通利く。行を積みて年を経たり。誠 挙申せしめ従八位上を授く。役夫を飼養す私物を進りて公用を助く。稲を船瀬に献るを以 なり貢献れるを以てなり。去る二月起り十月迄 、進れる役夫惣て三万六千餘人、私の粮を以 これに給す。労を以て外從五位下を授くれども、その父真公 譲る 勅有り 、これを許したまふ。私物を以て百姓の急を周へり。
外正六位下外大初位下外正六位上無位外従五位下外従六位上大初位下正八位下従七位下外正六位上
外従五位下外従五位下外従五位下従八位上従五位下外従五位下外従五位下外従五位下外従五位下（父真公）外従五位下
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33
桓　武
六四九二一一八八一
朝倉公家長武蔵宿
弟総
多米連福雄播磨国美嚢郡大領韓鍛首広富常陸国信太郡大領物部志太連大成新治郡大領新治直大直播磨国明石郡大領
江我孫馬養
下総国
嶋郡主帳孔王部山麻呂
麻続連広河
軍粮を陸奥国に進るを以てなり。貢献れるを以てなり。貢献れるを以てなり。稲六万束を水児船瀬に献る。是の四人、或は官に居りて怠らず、頗る効績を着し、或は私物を以て所部を賑恤す。貧乏の徒、因りて済はるること得たり。故にこの授有り。物を献 を以てな
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107○印付月は閏月を示す。藤原朝臣仲満
（恵美押勝）
討伐関係事項に関する記事記載に関して
　『続日本紀』に収載されている左掲表示の叙位・贈位者六一六名の事績・行跡内容を詳密に比較検討して、之を左記の如くＡ～Ｏなる十五類（
 其の他、の一類を含めて十六類
 ）
に
分
類
整
理
す
る
と
共
に、
各
類
毎
の
事
例
数
の
優
越
順
次
に
随
い、
此
処
で
は、
其
れ
の最も優越する
　
Ａ、
　
藤原朝臣仲満
（恵美押勝）
討伐関係事項に就いての鄙見を開陳することとしたい。
